
日　時９月30日(土) 18:30開演（開場30分前）
○当日は、各方面から送迎バスが運行されます。
　料金(片道)：一般400円／学生200円
　※バス利用には事前の予約が必要です。
　　申し込みのない路線は運行いたしません。

○当日は、託児所を設置いたします。
　※事前の予約が必要です。詳細はお問い合わせ下さい。

チケット発売中!!良い席はお早めに！
一般 2,500円／学生 1,500円　全席指定
(宝くじの助成により、通常料金の半額となっております。)

プレイガイド
郡内各書店・長野県伊那文化会館・木曽文化公園

電話予約：�0264-23-8011(木曽文化公園)

ハートウォームなコーラスワークと個々の歌唱力は群を
抜いており、アカペラはもちろん、コーラスグループの
先駆者ともいえるサーカスが９年ぶり、再び木曽に。
洗練されたサウンドとハーモニーをお楽しみ下さい。

宝くじまちの音楽会
サーカスとともに第３回木曽吹奏楽フェスティバル

The 3th KISO wind-instrument music festival

木曽郡内の中学校、高等学校の吹奏楽部や社会人のグルー
プが合同で演奏会を行います。それぞれの団体がそれぞれ
の個性を生かし、日頃の練習成果を発表し合います。どう
ぞご期待ください。

　出演団体（出演順）
1.上松、王滝、開田中学校合同バンド
2.大桑中学校吹奏楽部
3.木祖中学校吹奏楽部
4.南木曽中学校吹奏楽部
5.福島中学校吹奏楽部
　木 曽 町 消 防 団 音 楽 隊6.　　　　　　　　　　 　　合同　木曽山林高等学校吹奏楽部
7.木曽高等学校吹奏楽部
8.Kisoウインドアンサンブル
9.木曽郡中学校リーダーズバンド

日時９月17日(日) 13:00開演(開場30分前)

チケット発売中!!売切れの可能性があります。
お早めにお求め下さい。

一般 300円(当日500円)／中学生以下無料 全席自由
プレイガイド
郡内各書店・長野県伊那文化会館・木曽文化公園

電話予約：�0264-23-8011(木曽文化公園)
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日　時11月７日(火) 19:00開演（開場30分前）

チケット販売開始のお知らせ

○当日は、各方面から送迎バスが運行されます。　料金(片道)：一般400円／学生200円
　※バス利用には事前の予約が必要です。木曽文化公園またはプレイガイドへお申し込み下さい。
　　申し込みのない路線は運行いたしません。

○当日は、託児所を設置いたします。
　※１歳から小学校３年生までのお子様を、開場から終演までお預かりいたします。事前の予約が必要です。
　　木曽文化公園へお申し込み下さい。

発売日９月２日(土)

一般 3,000円／学生2,000円
プレイガイド
郡内各書店・長野県伊那文化会館・木曽文化公園

電話予約：�0264-23-8011(木曽文化公園)
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